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システム導入により、人手を5分の1
程度に減らせるほか、省エネ効果も見
込めるという。「何よりも（AIにより）経
験の少ない農家でも良いものが収穫で
きるようになります」（呉昱鋒CEO）。

同社によると、システムの肝となるス
マート制御盤は、小規模な農家でも導入
しやすいように一般的な大型制御盤の
10分の1程度の価格に設定。台湾でも
普及するLINEのアプリで使えるという。

現在はマンゴー、ドラゴンフルーツ、
マッシュルームなどの栽培に対応し、農

業専門家の知識をデータベース化して
蓄積している。

■日本市場参入も視野
すでに台湾の花卉（かき）業者が採用

し、政府系ファンドから10％出資を受け
ている。タイでも農家5戸が導入済み。
1人のエンジニアが台湾から遠隔サポー
トするだけで運用できる効率性を実証
した。台湾外務省と連携したタイでのス
マート農業プロジェクトにも採用されて

いる。
今後は日本市場参入も視野に、いち

ごやブルーベリーで専門家との協業を
検討。畜産分野も含めた総合プラット
フォームの構築を目指している。

同フォーラムは民間主導の組織で、素
材・部材・装置の3分野が交流し相乗効
果を生み出すことを目的に設立された。
企業や大学など約380人の会員を抱
え、毎月セミナーや交流会を開くなど活
発に活動している。

今回のネプコンには計18社が出展し
た。高精度リニアモーションガイドやボー
ルスプラインを製造販売するWON ST

（ウォンエスティー）、超高解像度パター
ニングや薄膜成膜で独自技術を持つ
ENJET（エンジェット）、ペロブスカイト

太陽電池向けにイン
クジェット方式の製造
技術を確立したUniJet

（ユニジェット）など、
各分野の独創企業が
顔をそろえた。

ガラス基板関連企業も多く出展し
た。AI向け高性能半導体の普及に伴
い、次世代パッケージ基板としてガラス
基板への注目が高まっており、韓国企
業の技術力に関心が集まった。

■日韓連携にも期待
同フォーラムの成学慶運営委員長

（元サムスン電子専務）は「日本企業、
特に商社の顧客が韓国のサプライヤー
を探し直す動きがあります。韓国製品
に対する見方が確実に変わってきてい

ます」と指摘。その上で「日本製や中国
製と比べ、韓国製は品質と価格のバラ
ンスが良い。米中対立の長期化で日本
企業がサプライチェーンの多元化を図
る中、日韓連携の可能性に期待してい
ます」と述べた。

■針先に手を入れる
原子レベルの製造技術を生かすには、

まず材料の「どこが性能の決め手か」を
見つける必要があります。実は、性能を左
右するのは、ごく少数の原子が特別な役
割を担う「キーサイト（重要部位）」と呼ば
れる場所です。

そのキーサイトを原子レベルで改良し、

その効果を装置全体、さらには生産ライ
ン全体の性能アップにつなげる。そんな
発想が今、求められています。

その代表例が、検査・計測装置に使わ
れる「冷陰極電界放出電子源」です。半
導体工場では、ウエハー上の微細な線幅
や欠陥を見つけるために電子ビームを使
います。その性能は「電子源」、いわば電

球のような部品の品質で決まります。
「冷陰極電界放出電子源」とは、単結

晶でできた極細の針先に強い電場をか
け、先端から電子を引き出す仕組みです。
明るく安定した電子ビームが得られるた
め、現在最も優れた技術とされています。

この分野では1970年代から志水隆一
氏が先駆的な研究を行い、六ホウ化ラン
タン（LaB6）などの材料で「冷電界放出
陰極」の開発に挑んできました。ここで重
要なのは、電子ビームの明るさや安定性
です。寿命は、材料全体の平均的な性質
ではなく、針先のわずか数個から数十個
の原子配列で決まります。ほんの少しの
原子の並び方の違いが、画像の鮮明さ
や計測精度に大きな差を生みます。

近年、原子レベルの製造技術により、
この針先を直接加工できるようになって
きました。達博研究グループがけん引す
るLam Research－NIMS共同研究プ

ロジェクトで、金属ホウ化物電子源を担当
する張秦強博士は、原子を操作するツー
ルを使った新しい手法を開発しています。

具体的には、針先の表面を「作業台」と見
なし、先端でランタン原子を一つずつ動かし
て積み上げ、設計通りの形と大きさの原子
の塊（クラスター）を組み立てる手法です。

■電子源から歩留まりへ
電子源が安定し、明るくノイズの少な

いビームが出せれば、検査・計測装置全
体の性能が上がります。先端プロセスで
は欠陥がどんどん小さく見えにくくなって
いますが、それらを早く正確に見つけられ
れば、試行錯誤が減り、量産できる水準ま
で歩留まりを上げられます。

少数の原子を整えることが、装置の性
能向上、製造プロセスの改善、そして産業
全体の進歩へとつながっていきます。冷
陰極電界放出電子源は、原子レベル製
造の価値をはっきり示す好例なのです。

（この連載は横浜のTNPパートナーズが協
力しています）

韓国の中堅・中小企業による連携組織「素部装技術融合フォーラム」が、1月に東京
ビッグサイトで開催されたアジア最大のエレクトロニクス展示会「ネプコンジャパン」に
出展した。同フォーラムには、韓国電子産業を構成する素材（素）・部材（部）・装置（装）
の3分野で独自技術を持つ企業が集結。単独では難しい海外展示会への共同出展を通
じて販路拡大を図る取り組みが、日本市場で存在感を示しつつある。

台湾スタートアップの智食良果（KiaoFarming、高雄市）が展開するビニール
栽培向けのスマート農業ソリューションが台湾や東南アジアなどで注目されている。
独自開発した「スマート制御盤」が各種センサーと連動。温湿度の変化に応じて水や
りやファン制御、施肥などをAIが自動で行う。農家はLINEアプリを通じて遠隔監視
し、必要に応じて手動で操作することも可能だ。日本市場への展開も狙っている。

半導体の製造技術は、今や原子レベルの世界に突入しています。それに伴い、
開発の焦点も変わってきました。以前はトランジスタの設計が主役でしたが、現
在は「重要材料（キーマテリアル）」が主役です。これは製造装置の中で高温・高
真空・強い電場にさらされながらも、長期間安定して働く素材のことです。この材
料の良しあしが、半導体の性能を大きく左右するようになっています。
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大切な資産だからこそ、「任せ先」が重要です
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安心の選択をご提案します。
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